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第 1 章 志筑忠雄研究の背景 
 










                                                  






























                                                  
2 Lukacs, Gabor, KAITAISHINSHO and GEKA SODEN: Utrecht, Hes & De Graaf 




























                                                  
3 キリスト教書以外の洋書輸入について禁令は元々なかったとする板沢説を筆者は支持して

































                                                  
4 紅葉山文庫や蕃書調所などの目録 
5 松田清、『洋学の書誌的研究』、京都、臨川書店、1998 年. 
6 齋藤ひさ子 ほか、「日本関係洋古書の我が国での所蔵状況について」、『参考書誌研究』、68
号、国立国会図書館主題情報部、2008 年、9-49 頁 
 8
と「医学、本草」、「兵法、砲術」、「暦、天文」、の各分類を掛け合わせて調べたところ、次



























                                                  






 阿蘭陀通詞は大通詞、小通詞、稽古通詞の 3 職が基本構成となっていた。大通詞、小通
詞は各 4 名から構成されており、計 8 名の大小通詞が中心的役割を果たした。後にその職
階はさらに細分化され、大通詞から諸立合通詞、御用通詞、大通詞助が、小通詞から小通
詞助、小通詞並、小通詞末席が、また稽古通詞から口稽古などが増設された。幕末になる

















                                                  
8 板沢武雄、「阿蘭陀通詞の研究 資料の解説を主として」、法政大学文学部紀要、1 号、1954
年、23-64 頁 
9 原田博二、「阿蘭陀通詞の職階とその変遷について」、『情報メディア研究』、2 巻 1 号、2004
年、47-57 頁 
10 （上掲書 45 頁） 
11 早稲田大学図書館古典籍アーカイブ 
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/nu04/nu04_04621/index.html 請求記号：ヌ









1.オランダ語修行 2.入港蘭船臨検 3.阿蘭陀風説書和解 4.人別改・乗船人名簿和解 5.



















                                                  
12 片桐一男、『阿蘭陀通詞の研究』、東京、吉川弘文館、1985 年. 










第 2 章  志筑忠雄の生涯 
 














                                                  
14 『長崎通詞由緒書』『長崎県史・史料編四』、吉川弘文館、1965. 渡辺庫輔、『阿蘭陀通詞志
筑氏事略』、長崎学会、1957.を参照。通説の一方で長崎諸役人帳類からは、志筑が少なくと
も 1782 年までは稽古通詞職に就いていたとする説も報告されている。志筑忠雄没後 200 年
記念国際シンポジウム実行委員会、長崎大学「オランダの言語と文化」科目設立記念ライデ
ン大学日本語学科設立 150 年記念国際シンポジウム編、『蘭学のフロンティア : 志筑忠雄の
































                                                  
16 松尾龍之介、『志筑忠雄の実家－中野家に関するノート』、『洋学史研究』、26、2009、106-111
頁. 































































                                                  
20 村上直次郎訳 ; 柳谷武夫編、『イエズス会日本年報』、東京、雄松堂、1969、65-70 頁. 



































                                                  
23 片桐一男、「志筑忠雄について」、『洋学史研究』、26、2009、1-26 頁. 
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志筑忠雄の著書 
分 野 著書名 完成年
１ 地理・外交 萬國管闚 1782
２ 物理・天文学 天文管闚 1782
３ 物理・天文学 動学指南 1782-1785
４ 地理・外交 海上薬品記 1783
５ 物理・天文学 求力法論 1784
６ 物理・天文学 鈎股新編 1785
７ 物理・天文学 火器発法伝 1787
８ 物理・天文学 混沌分判図説（「暦象新書」） 1793
９ 地理・外交 魯西亜誌 1795
１０ 物理・天文学 八分円儀 1798
１１ 物理・天文学 暦象新書 上巻1798, 中巻, 1800,下巻1802年
１２ 物理・天文学 諸曜廻転（「暦象新書」） 1798-1802
１３ 物理・天文学 和蘭窮理算法 1800頃
１４ 物理・天文学 暦象家必備 1801
１５ 地理・外交 鎖國論 1801
１６ オランダ語学 和蘭詞品考 1801頃
１７ 物理・天文学 三角提要秘算 1803
１８ 物理・天文学 日蝕絵算 1803
１９ オランダ語学 四法諸時対訳 1805
２０ オランダ語学 蘭詩作法 1805
２１ 地理・外交 二國会盟録 1806
２２ 物理・天文学 度量考 1812（没後）
２３ オランダ語学 蘭語九品集 1814（没後）
２４ オランダ語学 西音発微 1826（没後）
２５ 物理・天文学 暦象新書図解 不明
２６ オランダ語学 和蘭語格 不明
２７ オランダ語学 和蘭助語考 不明
２８ 物理・天文学 各曜観天図 不明
２９ 物理・天文学 火力論 不明
３０ オランダ語学 九品詞略 不明
３１ 物理・天文学 紅毛火術秘伝鈔 不明
３２ 物理・天文学 三角算起源 不明
３３ オランダ語学 作文必要訳書須知属文錦嚢 不明
３４ オランダ語学 三種諸格 不明
３５ 物理・天文学 四維図説 不明
３６ 物理・天文学 四十五様 不明
３７ オランダ語学 助詞考 不明
３８ 物理・天文学 西洋天文学術語解 不明
３９ 物理・天文学 西洋天文訳説 不明
４０ 物理・天文学 読暦象考成 不明
４１ オランダ語学 蘭学生前父 不明
４２ オランダ語学 蘭学凡 不明
４３ オランダ語学 蘭文法諸時 不明
４４ オランダ語学 柳圃先生虚詞考 不明
４５ 地理・外交 魯西亜國王皇國文之上書 不明
４６ 地理・外交 魯西亜人止白里併有来歴 不明





























van Japan』（1729）の第 6 章を底本に志筑が注釈を加えたうえで訳出したものである。『鎖
                                                  
24 大島明秀『鎖国という言説: ケンペル著・志筑忠雄訳『鎖国論』の受容史』、京都、ミネル
ヴァ書房、2009、68-69 頁. 





















『求力法論』はオランダ語原著: Inleidinge tot de waare Natuur-en Sterrekunde of de 
natuur-en sterrekundige Lessen / Johan Lulofs -- Leiden, 1741. (原著名: Introductiones 






                                                  
26志筑忠雄没後 200 年記念国際シンポジウム実行委員会、長崎大学「オランダの言語と文化」
科目設立記念ライデン大学日本語学科設立 150 年記念国際シンポジウム編、『蘭学のフロン















1 Inleidinge tot de waare Natuurkunde (1-222頁） 動学指南（1782）
暦象新書中編（1800）
火器発法伝（1787）
2 Inleidinge tot de waare Sterrekunde (223-520頁） 天文管窺（1782）
暦象新書上編（1798）
日蝕絵算（1803）
3 Grondbeginzelen van de Platteen Klootsche 鈎股新編（1785）
Driehoeksrekeninge（521-556頁） 三角提要秘算（1803）
三角算起源（不明）
4 Over den Aart en Rekeninge der Logarithmen（557-582頁） 該当訳書なし
5 Over de Wetten der Middelpunt zoekende 暦象新書下編（1802）
Kragten（583-614頁）
6 Over de Wetten der Aantrekkinge en andere Grondbeginzel求力法論（1784）




自然哲学的要素が強い書である。カイル書は全 6 部からなるが、4 部目に該当する志筑訳
書は見出されていない。カイル書蘭訳本でこの部分は「対数」が扱われているが、これが
翻訳の構想段階で終わったのか翻訳稿が後に失われたのかは明らかでない30。また『天文
                                                  
27 吉田忠、「蘭学管見－西洋近代科学の受容」、『知の考古学』、10 号、1976 年、22-28 頁. 
28 Berkel,Klaas van; 塚原東吾訳、『オランダ科学史』、東京、朝倉書店、2000 年、56-63 頁. 
29 日本思想大系; 65、『洋学：下』、東京、岩波書店、1972 年、387 頁. 吉田忠による補注一覧からの抜
粋であるが、『長崎県史・史料編四』、東京、吉川弘文館、1965 年、大槻如電、『新撰洋学年表』、東京、
柏林社書店、1963 年を参照し一部修正を加えた 




だ仕事であった。『求力法論』の原著 6.は、当初、英国王立協会の機関誌 Philosophical 













                                                  
31 Philosophical Transactions, Vol. 26, (1708 - 1709), pp. 97-110. (JSTOR: accessed Oct.12, 2012) 
21 
 
第 4 章 志筑忠雄の宇宙観 
 























































                                                  
1 『求力法論』の翻訳にあたり志筑が創作した主要語彙として知られる 
2  日本思想大系; 65、『洋学：下』、東京、岩波書店、1972 年、16 頁. 






























                                                  
4 日本思想大系; 65、『洋学：下』、東京、岩波書店、1972 年、22 頁. 
5 同書、21 頁. 
6 同書、28 頁. 
24 
 




























                                                  
7  日本思想大系; 65、『洋学：下』、東京、岩波書店、1972 年、33 頁. 






























                                                  
9  吉田忠、「蘭学と自然哲学―試論」、『日本文化研究所報告』、9 集、1973 年、43-76 頁 
10 日本哲学思想全書 / 三枝博音、清水幾太郎編集、「暦象新書」、『科学：自然篇』、東京、 













『暦象新書』の成立は三回に分かれている。上編は 1798 年、中篇は 1800 年、下編は
1802 年に完成している。J.カイルの著したラテン語原著をライデン大学天文学教授であっ
た J.ルロフスがオランダ語訳した Inleidinge tot de waare Natuur-en Sterrekunde of de 
natuur-en sterrekundige Lessen / Johan Lulofs -- Leiden, 1741. (原著名: Introductiones 














                                                  
































                                                  
12 「西域天學來歴」については吉田の研究により、この箇所がカイル書序文 3 頁余の記事が要






























                                                  






























視動上圖（『文明源流叢書』、第 2 巻、104 頁）における第一圖から第八圖では、紀限儀
（セツキスタント: 六分儀）、象限儀（クワタラント: 四分儀）、八圓儀（オクタント: 八分
儀）などの計測器を用いて、天体の見かけ上運動の距離を角度で計測する方法が詳述され



































                                                  


































































                                                  
18広島市立浅野図書館の所蔵であったが 1945 年、原爆によって失われた。1943 年、帝国学士
院より同書の調査以来を命じられた大崎正次博士により、これが『暦象新書』の旧稿である
ことが発見された。上の引用は、その調査の後大崎によって取りまとめられた、「『暦象新書』





























                                                  
19 惑星運動の法則、ここで具体的には「ケプラーの第三法則」、惑星の公転周期の 2 乗は、軌







 Derhalven is de Wereld een Schouwtoneel van de Goddelyke Wysheid, Alvermogen en 
Goedheid, en een Praal-gebouw van Gods onafmetelyke en oneindige Grootheid. 
（カイル書蘭訳本、第 4 課、249-250 頁、下線部筆者） 
 
 この世界は善なる存在であり、全き力を持ち、且つはかり知れなく無限に大きな存在で







る God や hemel が、以下のように天と訳されていることに注目したい。 
 
den hemel Eeren   天を敬う 
 
god is de goedhijd wijshijd zelve   天はすなわち善也智也 










































行説に基づく宇宙観と根本において抵触することを危惧したためもあったと考えられる。   





































































                                                  
























































































































































































































































































































早稲田大学図書館 – 古典籍総合データベース 





























                                                  
36 創世記: 2 章 7 節, 3 章 19 節（Dutch Bible Hollands Statenvertaling; accessed Oct. 8） 
37 Matthew Henry 註解書は 1741 年から 1762 年にかけて英語からオランダ語に翻訳された。
松浦史料博物館では同書の旧約聖書の創世記から列王記までの十四巻を所蔵する。正式タイ
トル:  “Letterlyke en Prakticale Verklaring over den geheelen Bybel of het Oude en 













なわち 289 対 1 となる。 
 
ホイヘンスの定理により遠心力は速度の二乗に比例することから、パリと同緯度にある
場所での重力と赤道遠心力の比が 289 対 1 になり、その数値をもとに 289 の平方根である

































上編の下巻に於て具に云るが如し、今は其起源の理を述るもの也、－ 第二図解 －  
譬ば亜より亜に至る時刻と、世より世に至るの時刻と相等き時は、亜芻亜の積と世芻世



































































































































































































薄氣充滿せり、故に眞空にはあらず」     （『文明源流叢書』、第 2 巻、210 頁） 
                                                  
39片方を閉じたガラス管に水銀を満たし、水銀を満たした皿に立てると、水のときの約 14 分の
































                                                  
40 屈折率の異なる二つの媒質の境界面に光、電波、音波などの波動が入射して第 2 媒質に進む
とき、進行方向が変わる現象。（『岩波理化学辞典』第 5 版、東京、岩波書店、1998.） 
59 
 
故に引力は氣にありと云ふ」                 

















































































弁ぜしむる」   












































                                                  


























































































































































































































































































                                                  
44 カイル書蘭訳版の註にWolff, “Beginzelen der wiskunst” がみられることを根拠にして、「屋





























































































































































                                                  
47 吉田の研究は、カント宇宙論と『混沌分判図説』の宇宙生成論との比較を進めることで 
志筑の独創性を捉えた。 『天界の一般自然史と理論』、邦訳は、高峯一愚訳、『カント全集
第 10 巻・自然の形而上学』、理想社、1966、を参照 
48 志筑と洪大容、カントを比較したものとして、任正爀「志筑忠雄「混屯分判図説」の検討と
その科学史的評価」、『科学史研究 第 2 期』、 39（214）2000、77-87 頁、があげられる。志
筑と崔漢綺との比較論考は、全勇勲、「崔漢綺と志筑忠雄の近代科学に対する態度比較」（第


































                                                  
49「清陽者薄靡而為天、重濁者凝而為地、清妙之合専易重濁之凝竭難、故天先成而地後定」『淮































































































                                                  
50 『ひですの経』（1611）、当該箇所の翻刻解説は、次の文献を参照した。折井善果編著、キリ














































































In den beginner schiep God den hemel en de aarde. 
De aarde nu was woest en ledig, en duisternis was op den afgrond; en de Geest Gods 
zweefde op de wateren. En God zeide: Daar zij licht en daar werd licht. 
En God zag het licht, dat het goed was; en God maakte scheiding tussen het licht en 
tussen de duisternis. En God noemede het licht dag, en de duisternis noemde Hij nacht. 
Toen was het avond geweest, en het was mofgen geweest, de eerste dag. 













創世記テクストにみる「深淵な暗闇」からの変動の契機は “God zag het licht”（光あれ）
という神の言葉であった。この一言を発した主体は神であり、光と暗闇とを分離し昼と夜
の創造の主体であるということが創世記では明確にされている。神は光が現れたことに対














ある。創世記第一章二節では “de Geest Gods zweefde op de wateren.” （神の霊が水の上
に沈黙していた）として、光と闇が分離する前の原初的段階で既に水があったとされてい



























































En de HEERE God had den mens geformeerd uit het stof der aarde, en in zijn 
neusgaten geblazen den adem des levens; alzo werd de mens tot een levende ziel. 
（Statenvertaling: Genesis; 2, 4） 
 
主なる神は、地上の塵から人を形作りその鼻孔に生命の息を吹き入れられた。そのように
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